
【山口県】 幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業（文部科学省委託事業）
事業実施の
目的

保幼小連携・接続に係る取組については、市町によって差が生じている。架け橋期のカリキュラムの在り方及び開発、実践、検証、改善について
調査研究を行い、その成果を周知することで、県内全域における保幼小の連携を図り、教育及び保育の質の向上をめざす。

事業内容
・成果

（R４年度）

１．主な取組内容について
【架け橋期のカリキュラム開発会議】
〇 学識経験者、幼児教育・保育、小学校教育の代表者、地域の関係者等をメンバーとした。
〇 年間３回会議を開催した。
〇 「カリキュラム開発の方向性」「共通の視点例」について協議し、「共通の視点例」として「めざす子ども像」「人のつながり」等を示すこととした。
【架け橋期のカリキュラム】
〇 開発会議で協議した「共通の視点例」をもとに、幼児教育長期研修生がカリキュラムを作成し、開発会議に事例提供を行った。
【園・小学校における体制】
〇 各市町、それぞれの園・小学校によって取組は異なるものの、地域の状況に応じて連携の窓口を一元化したり、幼保小合同会議や研修会を実施
したりしている。

【自治体における体制】
〇 年間３回、県主催の保幼小連携研修会を行った。その中で、架け橋期のコーディネーターが公開保育の内容を取り上げながら、参観者に対して架
け橋プログラムや架け橋期のカリキュラムについて具体的な指導を行った。

〇 年間２回、市町教育委員会保幼小連携担当指導主事や幼児教育・保育主管課担当を対象とした研修会を行い、各市町の保幼小連携に係
る取組が進むようにした。

２．主な成果について
〇 年間３回の研修会により、参加した教員が保幼小連携・接続の重要性やよさを実感することができた。特に、課題であった小学校教諭の幼児教
育・保育への理解を深めることができた。

〇 保幼小連携に係るリーフレットを作成し、県内全域に配付するとともに研修会や所管説明等で活用することにより、県内の先生方が保幼小連携の
要旨やイメージをもつことができつつある。

事業実施
地域・
協力園校
（R４年度）

〇 架け橋期のカリキュラムへの理解を深める研修会及び幼児
教育・保育と小学校教育の相互理解を深める研修会実
施協力園

・和木町立こども園 ・山口市私立保育所
〇 幼児教育長期研修派遣園
・山口市立幼稚園 ・宇部市私立幼稚園
・下関市私立こども園

今後の目標
（R５年度）

〇 協力地域・協力園・協力校によるカリキュラムの作成・実践・検
証・改善
協力地域・協力園・協力校は、令和５年度幼児教育・保育長期
研修の派遣園と研修生の所属校とする。

〇 架け橋期のコーディネーターによる協力地域・協力園・協力校に
対する具体的且つ即時的な助言や支援

〇 保幼小連携に係る資料の作成

R5.5時点



【山口県】 架け橋期のカリキュラム（案）R5.5時点



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）
※R5.12.21差し替え



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）
※ R5.12.21差し替え



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）



【山口県】 R5.5時点架け橋期のカリキュラム（案）
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